自己診断テスト例
　単元末の習熟場面に入る前に自己診断テスト（形成的評価）をして、自己評価カードと合わせて自分の課題や習熟の度合いを自分でつかみ、チャレンジタイムの課題別や習熟度別のコースを自己選択します。その際、教師も、評価カードや個人カルテをもとに、子どもたちのガイダンスをして、子どもの選択の援助をします。自己診断テストは、習熟の度合いがすぐわかるような工夫をしておくことが大切である。
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